
「
無
知
の
知
・
吾
唯
足
知
」

校
長

麻
生

廣
文

人
前
で
話
し
た
り
、
多
く
の
人
向
け
に
文
を
書
い
た
り
す
る
機
会
が
多

い
。
曖
昧
な
記
憶
や
思
い
こ
み
に
よ
り
、
間
違
え
た
内
容
を
伝
え
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
不
平
不
満
を
ぶ
つ
け
る
よ
り
も
、
プ
ラ

ス
思
考
の
話
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く
事
前
に
調
べ

直
し
て
、
推
敲
に
も
相
当
の
時
間
を
か
け
て
い
る
。

論
語
に
、
「
由
君
よ
、
『
知
る
』
と
は
何
か
教
え
よ
う
。
知
っ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
と
し
、
知
ら
な
い
こ
と
は
正
直
に
知
ら
な
い
と
す
る
。

そ
れ
が
真
に
『
知
る
』
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」
と
い
う
話
が
あ
る
。
論
語

は
孔
子
の
教
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
話
で
は
、「
知
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
論
語
に
限
ら
ず
、
古
今
東
西
の
哲

学
者
た
ち
が
次
の
よ
う
な
言
葉
を
た
く
さ
ん
残
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

「
知
る
・
知
ら
な
い
」
は
人
間
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

○
「
た
と
え
愚
か
な
者
で
あ
っ
て
も
自
分
は
愚
か
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る

者
は
賢
者
で
あ
る
。
愚
か
者
で
あ
る
の
に
自
分
は
賢
い
と
思
い
こ
み
、

そ
の
よ
う
に
振
る
舞
う
者
が
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
本
当
の
愚
か
者
だ
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
・
・
・
発
句
経

（
釈
尊
）

○
「
彼
は
何
も
知
ら
な
い
の
に
、
何
か
を
知
っ
て
い
る
と
信
じ
て
お
り
、

こ
れ
に
反
し
て
私
は
何
も
知
り
も
し
な
い
が
、
知
っ
て
い
る
と
も
思
っ

て
い
な
い
。」

（
ソ
ク
ラ
テ
ス
）

○
「
無
知
を
恐
れ
る
な
か
れ
、
偽
り
の
知
識
を
恐
れ
よ
。
」
（
パ
ス
カ
ル
）

○
「
我
々
は
、現
在
の
知
識
に
よ
っ
て
の
み
物
知
り
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」

（
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
）

○
「
誰
も
が
無
知
で
あ
る
。
た
だ
無
知
な
分
野
が
違
う
だ
け
だ
。」

（
ウ
ィ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
）

ど
れ
も
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
が
、
真
実
を
探
っ
た
り
語
っ
た
り
す
る

と
き
に
、
謙
虚
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
間
の
叡
智
が
感
じ
ら
れ
る
。

話
は
変
わ
る
が
、「
吾
唯
足
知
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
石

庭
で
有
名
な
京
都
「
龍
安
寺
」
の
「
つ
く
ば
い
」

に
刻
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
中
央
の
「
口
」
の
上

部
に
「
五
」
、
右
側
に
「
隹
」
、
下
部
に
「
足
の
下

の
『
止
』
に
似
た
部
分
」
、
左
側
に
「
矢
」
を
書
き
、

全
体
と
し
て
「
吾
、
唯
足
る
を
知
る
」
と
読
ま
せ

て
い
る
。
意
味
は
、
「
あ
れ
こ
れ
強
欲
に
な
ら
な
い

で
、
何
も
か
も
満
ち
足
り
て
い
る
こ
と
に
満
足
す

べ
き
で
あ
る
。」
こ
ん
な
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。

「
無
知
の
知
」
「
吾
唯
足
知
」
。
謙
虚
や
感
謝
と

い
う
言
葉
に
つ
な
が
り
そ
う
な
こ
れ
ら
の
言
葉
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
何
か
を
伝
え
る
と
き
に
一
番
の
落
と
し

穴
は
、「
簡
単
で
わ
か
っ
て
い
る
」
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
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井野先生 ようこそ阿蘇北中へ

５月１５日～１７日の２泊３日、２年生が沖縄へ修学旅行に
行ってきました。３日間あいにくの天気でしたが、子どもたちは
沖縄の歴史と文化を肌で体験し、沖縄の方たちの温かい心に
触れ、平和について学んできました。感想の一部を紹介しま
す。
「私は、ひめゆり学徒隊の方のお話を聞いて、私たち戦争
を知らない世代は、もっともっと深く戦争や平和であるこ
とについて、考えなければならないと思いました。そして、
この平和を私達が守っていかなければならないと思いまし
た。」

５月２５日～２７日の２泊３日、１年生が阿蘇青少年
交流の家に集団宿泊教室に行ってきました。初めての学校
外行事に、最初は不安いっぱいでしたが、こちらの心配に
反して、１年生９０名は、集団行動を通して、仲間の大切さ
を学んできました。雨の為、高岳登山は、中止になりました
が、持ち前の明るさで、楽しい思い出をたくさん作ることが
できました。

6月１日水曜日、リレークラスマッチが行われました。どのクラスも
意気込み、朝練や学級旗作りに燃えていました。本番では全学年
とも兄弟クラスへの応援も炸裂し、担任の先生も子どもたちの走る
横を常に一緒に走りながらの応援っぷりでクラスマッチにかけるみ
んなの熱い気持ちが伝わりました。何よりも保護者の方の応援が
全力疾走する子どもたちへの追い風となりました。優勝は、１－３、
２－３、３－１でした。優勝したクラスも他のクラスも、これをきっか
けに、より一層固い絆で結ばれることを期待しています。

 

 

５月３０日～６月１０日までの２
週間、福岡教育大学の井野聡子先生
が、教育実習に来られました。井野
先生の実習の感想を紹介します。
阿蘇北中学校の皆さん、２週間とい
う短い間でしたが、本当にありがと

うございました。リレークラスマッチや生徒総会など、
たくさんの行事に参加することができ、とても充実した
２週間を過ごすことができました。皆さんの何にでも一
生懸命に取り組む姿を見て、自分も頑張らなければとい
つも 思っていました。これから
私は 、大学に戻って先生になる
ため の勉強を頑張ります。皆さ
んも 目標を持って、これからい
ろい ろなことにチャレンジして
下さ い。皆さんの活躍を楽しみ
にしています！！


